
【SDGs / ESD】 質の高い教育をみんなに
サステナブルな学校教育を！
世界60カ国に広がる「リーダー・イン・ミー」プログラム

「7つの習慣」を基盤としたリーダーシップ教育を提供しているフランクリン・コヴィー・エデュ
ケーション・ジャパン株式会社（本社：東京都千代田区、代表：猪口真）は、2023年4月1日 
 から全国の公立・私立の小中高等学校、全43校で「リーダー・イン・ミー」プログラムを展開す
ることになりました。

「リーダー・イン・ミー」は、1999年に米国の小学校で始まった「7つの習慣」を軸とした学校改
革プログラムで、21世紀を生き抜くために自ら考えて行動できる「自己リーダーシップ」を育て
、その上で他者と協働できる「人格」を育む全人的教育です。これは児童・生徒だけを対象とし
たプログラムではなく、まずは指導にあたる教職員一人ひとりがリーダーシップを学び、実践す
ることで児童の模範となります。教職員が変わることで児童が変わります。児童が変わることで
保護者が変わり、そして保護者が変わることで社会が変わるインサイドアウトのアプローチです
。

◆SDGs / ESDと「リーダー・イン・ミー」
「リーダー・イン・ミー」は現在、世界約60カ国、約6,000
校で導入されており、互いに異なる文化、宗教、言語、生活習慣を持ちながらも、共通の普遍的
な原理原則の教育で繋がる大きな1つのコミュニティを築いています。各国で社会に影響を与える
インサイドアウトを起こすことで、世界をより良く変えることができます。

私たちはどこの国に住んでいようが教育を通し、この世界をより良くする仲間であり、同じビジ
ョンで繋がった同士です。ある国で起こっている問題は、その国の問題ではなく、同じ地球人、
私たち全員の問題だと考えています。

そのため世界のリーダー・イン・ミー導入校同士で児童の学習や教職員の指導の様子を報告し、
互いに情報を共有し合える仕組みを構築しています。児童・生徒がオンライン動画で繋がり、互
いの文化を学び合うこともあります。世界的に新型コロナウイルスの感染拡大が広がった時には
、子どもたちが主体性を発揮し、感染予防対策を訴えるビデオを送り、互いに励まし合いました
。ウクライナのリーダー・イン・ミー校が爆撃の影響を受け、児童が学校へ通えなくなった時に
は、隣国のルーマニアのリーダー・イン・ミー校が受け入れを支援し、世界に向けてウクライナ
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へのサポート・寄付支援を呼びかけました。

こうした行動は、まさにSDGsの教育4.7で示されている「持続可能な開発のための教育及び持続可
能なライフスタイル、人権、
男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の
持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するた
めに必要な知識及び技能を習得できるようにする」力、そしてESDにおける「現代社会の問題を自
らの問題として主体的に捉え、人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、身
近なところから取り組み、問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらす」力と
なっています。

◆ ESDで目指す力と「7つの習慣」で身につく力
なぜ、「リーダー・イン・ミー」を学ぶ児童・生徒にこのような力が身につくのでしょうか？そ
れはプログラムの基盤である「7つの習慣」にあります。

例えば、文部科学省の「持続可能な開発のための教育（ESD：Education for Sustainable
Development）のサイトで「持続可能な社会づくりのための課題解決に必要な『7つの能力・態度
』」が下記のように紹介されています。

ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度
1. 批判的に考える力
2. 未来像を予測して計画を立てる力
3. 多面的・総合的に考える力
4. コミュニケーションを行う力
5. 他者と協力する力
6. つながりを尊重する態度
7. 進んで参加する態度

※出典：国立教育政策研究所「学校における持続可能な発展のための教育（ESD）に関する研究〔
最終報告書〕」

これらの力は「7つの習慣」の概念にすべて含まれており、世界各国で幼稚園から（2023年4月 
 現在：日本では小学校1年生から）こうした力を身に付ける学習が行われています。

「7つの習慣」の詳細は下記でご確認くださいませ。またご質問等につきましても、同サイトより
お気軽にご連絡くださいませ。

http://www.edu-franklincovey.jp/7h.html

◆「リーダー・イン・ミー」プログラムの発展
私たちは、今後も日本に、そして世界にリーダー・イン・ミー校を増やし続けたいと考えていま
す。ですが、日本の公立の小中学校ではリーダー・イン・ミーの導入費用がなく、導入を断念し
ている学校が多数あります。

そこで私たちは法人・企業・団体でのCSR活動、SDGs活動と提携した活動や支援、個人様からのサ
ポートを広く募集しております。
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寄付支援はこちらから：https://syncable.biz/associate/GlobalLeadership
(寄付先：一般社団法人The Global Leadership Impact Fund Japan)

法人・企業・団体様における支援のご検討につきましては、ぜひ一度弊社にご連絡いただき、ご
相談のお時間をいただけましたら幸いです。

連絡先：
担当：高橋
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